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本号は，特別養護老人ホームにおける身体拘束，新

築・改築小学校における室内汚染，抗がん剤取り扱い看

護師の職業性曝露，結核菌 RFLP 解析，保健師養成プ

ログラムに関する調査など多彩な内容となった。これ

は，日本公衆衛生雑誌が現代の日本社会を写す鏡となっ

ていることを示すものであろう。また，研究の方法論

も，アンケート調査や既存資料を用いた多変量解析，環

境測定，遺伝子解析などと多彩であり，公衆衛生学が他

の基礎的分野での研究成果を着実に取り込んでいること

を反映しているように思われる。このように，日本公衆

衛生雑誌はわが国の公衆衛生学研究者が今日の公衆衛

生・社会医学の直面する問題点に正面から取り組もうと

していることの証となっている。しかし，研究成果を基

に，研究者がどこまで政策提言をすべきか，また，それ

がどこまで可能かに関しては，研究者によって見解が異

なるように思われる。最近，注目されているアスベスト

曝露とその健康影響に関する問題も，この点をあらため

て我々に問いかける結果となったように思われる。国立

大学の独立法人化に伴い，大学を取り巻く環境は大変厳

しい状況となりつつあり，地味ではあっても社会にとっ

て重要な意義を孕む基礎的研究を続けることが困難にな

るのではないかとの危惧の声が多い。公衆衛生学・社会

医学研究の分野でも，生活習慣病，グローバルな環境破

壊など，陽の当たりやすい分野以外の研究は困難な時代

を迎えつつあるのかもしれない。しかしながら，社会が

ともすれば目を向けるのを忘れがちな問題に公衆衛生学

の先達が取り組んできたことを再度思い返し，国際的に

有名な学術誌には採用されにくくとも，我々が取り組ま

なければならないテーマが少なくないと，本誌を読みな

がらあらためて感じた次第である。 （秋葉澄伯）
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